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1. はじめに 
佐賀大学（以降，「本学」と記す。）では，教室での

集合学習を行わずにVOD（Video On Demand）コンテ

ンツを用いたｅラーニングで学習を行う「ネット授業(1)」

を2002年度から開講している。本学においてｅラーニ

ングは，ネット授業や集合学習の補助だけでなく，リ

メディアル教育や入学前教育，生涯学習，主に教職員

を対象としたコンプライアンス教育など，様々な場面

で活用されている。そこで利用されるコンテンツは基

本的に学内の教職員で開発されている。そのため，画

像や映像等のデジタルコンテンツ制作技術が学内に蓄

積され，教育に活用できる環境が整ってきた。そこで，

様々なデジタルコンテンツ制作について学ぶ「デジタ

ル表現技術者養成プログラム(2)」を 2009 年度より全学

部の学生を対象に開講している。 
本学では現在の多様化する社会で求められる人材育

成のため，2019年度より副専攻を開始した(3)。各学部で

習得する主専攻に加えてさらに副専攻を習得すること

で，学問的な幅の広さと多様性の証明につなげる狙い

がある。2019 年度は 6 つのプログラムが開講され，そ

の中の 1 つとして「デジタルコンテンツ専攻」を開講

した。デジタルコンテンツ専攻は，画像制作について

学ぶ「デジタルコンテンツ I（以降，「本科目」と記す。）」，

映像制作について学ぶ「デジタルコンテンツ II」，Web
サイト制作について学ぶ「デジタルコンテンツ III」，
3DCG 制作について学ぶ「デジタルコンテンツ IV」の

4 科目で構成され，それぞれの科目は集合学習と VOD
コンテンツによるｅラーニングを組み合わせたブレン

ディッド・ラーニングで学修を行う。本稿では，画像

制作について学ぶ「デジタルコンテンツⅠ」の実践につ

いて報告する。 
 
2. 科目概要 
2.1 科目概要 
本科目では，業務用のグラフィックデザインソフト

(4)(5)（以降,「演習ソフト」と記す。）を使った画像制作

について学び，印刷物の制作技術を身に着けることを

目標としている。2019年度の受講者数は定員の28名だ

った。副専攻では，自身が選択した科目群からだけで

なく，他の副専攻の科目群からも受講することができ

る。ただし，他分野選択者の受入れ人数には制限があ

り，本科目では最大4人が他分野からの受講者となる。 

第1回目のガイダンス時の調査では，22名がWindows，
5名がMac OSのコンピュータを所有しているが，1名
は自身が自由に使用できる PC を所有していなかった。

自宅でのインターネット接続環境は全員が有していた。

演習ソフトについては，全員が個人でのライセンスは

所有していなかったが，内6名は購入を検討していた。 
 

2.2 科目構成 
2019 年度の本科目は，集合学習 6 回，ｅラーニング

9回で構成している（表1）。集合学習では，1回目のガ

イダンスと，5 回目と 11 回目にそれまでの振り返る内

容を実施し，それ以外では最後の作品制作 3 回を集合

学習としている。作品は制作するだけでなく，合評会

で自身の作品につてのプレゼンテーションを行うとと

もに，プレゼンテーションについて相互評価を行う。 
 
3. コンテンツの構成 
本科目の受講者は本学のLMS（Learning Management 

System：学習管理システム）の一つである Moodle
（Modular Object-Oriented Dynamic Learning Environment）
上にある本科目のコースにアクセスし，様々なコンテ

ンツを閲覧する。 
 

 

表1 本科目の授業計画 
回 内容 形式 

1 ガイダンス 集合学習 

2 Illustratorのｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ，基本操作 ｅラーニング 

3 「塗り」と「線」さまざまな図形 ｅラーニング 

4 直線と曲線を描く ｅラーニング 

5 ペンツールを使ったイラスト制作 集合学習 

6 移動と調整，変形 ｅラーニング 

7 線の塗りの応用，マスク ｅラーニング 

8 パスファインダと文字の入力 ｅラーニング 

9 画像編集（Photoshopとの連携） ｅラーニング 

10
画像編集（Photoshopとの連携）, 

入稿時の注意 
ｅラーニング 

11 これまでのまとめ 集合学習 

12 デザインとレイアウト ｅラーニング 

13 作品制作(1) 集合学習 

14 作品制作(2) 集合学習 

15 作品制作(3) 集合学習 
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各回のコンテンツは，VOD コンテンツ及び PDF 資

料，サンプルデータ，課題，受講報告（受講後のアン

ケート）などによって構成される。それ以外にも，フ

ォーラムの機能を用いて教員・受講生間の連絡に使用

している。以下，それぞれのコンテンツにつてLMSの

機能別に紹介する。 
 
3.1 SCORMパッケージ（学習教材） 
本科目の開講にあたり，これまで類似科目の集合学

習で使用していたオリジナル補助テキストの内容を基

にVODコンテンツを作成している。動画共有サイト(6)

に限定公開でアップロードし，LMS へリンクさせてい

る（図1）。ただし，単にLMSにリンクして配信するだ

けでは，受講生の視聴履歴が確認できないため，

SCORM（Sharable Content Object Reference Model）形式

のコンテンツとして視聴時間を取得できるようにして

いる。本科目では演習ソフトのバージョン更新による

内容の修正は避けらないため，更新しやすさを意識し

て制作している。 
 
3.2 リソース（配布資料） 

PDF 形式の補助テキストや，演習ソフトのサンプル

データを配布している。なお，補助テキストはこれま

で集合学習の授業で使用していたものをベースに，演

習ソフトの最新のバージョンに対応したものと，演習

室にインストールされているバージョンの 2 通りを配

布している。 
 

3.3 課題 
毎回出される課題の提出には，LMS 標準の「課題」

の機能を利用している。LMS のディスク容量への負担

を考慮し，提出物のファイルサイズが大きくなること

が予想される回については，ファイルサイズを小さく

したPDFを提出させている。この機能の標準状態では，

学生は他の学生の提出内容は閲覧できないようになっ

ている。提出された課題の中で良いものについては，

翌週に教員のコメント共に紹介している。 
 

3.4 フィードバック（アンケート） 
毎回の授業後にアンケートを実施している。内容と

しては，単一選択形式で講義や資料についての評価，

自身の集中度や理解度について設問のほか，自由記述

の形式で，ｅラーニングで分かりづらい点や講義への

感想，意見を確認している。 

4. 実施状況と考察 
4.1 実施状況 
本科目のｅラーニングの回については，教室での受

講を義務付けてはいないが，2019 年度の受講生は，自

宅にソフトウェアの演習環境がないこともあり，ｅラ

ーニングでの実施の回でも，およそ半数の学生が割り

当てられている時間に演習室にきて VOD コンテンツ

を視聴し，そのまま課題の制作・提出を行っている。 
 

4.2 アンケート結果 
毎回の授業終了時の受講報告アンケートにおいて，

各回の授業内容の理解度についての質問では，毎回

90%以上の学生が「良く理解できた」もしくは「ほぼ理

解できた」と回答している。その他にも，自由記述形

式での感想では，「回を重ねるごとに新しいことができ

るようになってうれしい」などの趣旨の意見があった。 
 
5. おわりに 
本稿では本学の副専攻科目の 1 つ「デジタルコンテ

ンツⅠ」での実践について報告した。まだ始まって間も

なく，まだ見えていない部分もあると予想される。ア

ンケートの自由記述の感想では，他の科目と比べても

具体的で前向きな感想が多い点が印象的である。それ

らの意見を踏まえ，より良い科目としていきたい。本

科目に続き，映像やWeb などのコンテンツ制作につい

て学ぶ科目も開講を控えており，今後の展開について

も追って報告したい。また，本科目の内容は教職員の

FD/SD（Faculty Development/ Staff Development）の教材

としても大変有用なものと考えられ，多方面での活用

も検討していきたい。最後に，本学のデジタルコンテ

ンツ制作教育を支えているクリエイティブ・ラーニン

グセンターのスタッフに感謝の意を記す。 
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図1 ビデオ教材の画面 
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